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【2013 年度の事例集づくりを振り返って】 

 取材者と取材先、取材先と懇談会、取材者と懇談会の新しい交流が生まれた。 

 生の声を聞かないと分からない各団体の特徴や心意気、苦労、今後の可能性などを記録するこ

とができた。 

 3 回の会議（事前検討会、中間報告会、振り返り）を通じてレポートの内容を深めることができ

た。 

 余裕を持ってスケジュールを組んだつもりだったが、最終的には期限ギリギリの完成になった。 

 「レポートには取材者側のコメントを入れない」というルールを作ったが、徹底されなかった。 

 レポートを執筆できる人が限られ、一部の執筆者の負担が大きかった。 

 

【2014 年度の目標】 

年度内に 20 件以上の活動団体への聞き取りとレポート作成を行う。 

 

【スケジュール案】 

1) 取材先の確定（～7月） 

2) 取材者の募集、確定（～8月） 

3) 取材者と取材先のマッチング（～9月） 

4) 取材（9月中旬～11 月） 

5) 調査者によるレポートの作成・提出、交通費等の請求（12 月～3月） 

＊交通費等の計算・支払事務は豊田市の株式会社 M-easy 戸田友介代表および豊田市旭地区在住鈴木

啓祐氏が担当 

 

【協議事項】 

 山村以外の川、海の団体も入れるか？ → できれば今年から入れて、「流域再生担い手づくり

事例集」にしたい。川、海の取材先をあげてほしい。 

 海の団体は矢作川流域内というしばりを外してもいいか？ 

 取材先は豊田市域が圧倒的に多くなりそうなので、なるべく他の地域の事例も取り上げたい。

また、豊田市外の取材者も募りたい。 

 

【取材先候補】下線は優先的に取材したい団体 

●長野県   

 根羽村  

  根羽村木の駅プロジェクト 

 

 

●愛知県   

 設楽町  
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  竹内牧場 

 豊田市  

  おいでん・さんそんセンター 

 （稲武地区）  

  どんぐり工房 

  山里 Chafe 

  フォーラムさと 

  アンティマキ 

  first-hand 

 （旭地区）  

        板取の家 

  てくてく農園 

 （小原地区）  

  愛農流通センター 

  西村自然農園 

  小原北部生活改善センター 

 （足助地区）  

  足助里山ユースホステル 

  NPO 法人都市と農山村交流スローライフセンター 

  足助炭焼き塾 

  新盛里山耕流塾 

  すげの里 

  三州足助屋敷 

        ふくなり 

 （下山地区）  

  手づくり工房山遊里 

  腰掛山荘 

  TAK ファーム株式会社 

  しもやま里山協議会 

        近藤しいたけ園 

 （旧豊田市）  

        こいけやクリエイト 

  くらら農園 

  松本自然農園 n 

  アグロプエルタ 

  夢農人とよた 

        cafe musu.B 

 新城市  

  NPO 法人 BIO de BIO 

   


